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����年�月開始 新サービス 

サービス 長期保存 

&HOOVドライブでそのまま、ずっと。 

電子申請データ 



 



 

長期保存サービスでカンタン・便利・安心 



 

KWWSV���ZZZ�FHOOV�FR�MS�FHOOVGULYH�ORQJWHUPVWRUDJH 

 

�͘
「

 

 



 

そのやり方は 

非効率� 
〇〇は 

こう使う！ 

基本的な 

流れは� 

私たちが見どころをお伝えします。 
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2K�12！ 

ちょっと裏ワザ！？でもニーズはあるはず！ 

３つも条件を組み合わせることが 

できるんかいな！？  E\大山 

チーム内で最も白熱した議論が繰り広げられた 

'D\��。&HOOV給与の肝となる部分だから 

わかりやすく伝えたくて� E\�岡田 



 

ココは言わせてください！！ 
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『&HOOV給与』は、手当や控除の計算式に 

柔軟にカスタマイズ設定できることが 

強みであるにも関わらず、 

それを活用しないのはもったいない！ E\中田 

「時間外単価」を 

設定すると 

こんなにスッキリ！ 
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重点的に案内したい内容について「これは入れた方が 

いいよね」「ここは、もっとこうした方がよいかも」と

チームでたくさん話し合いました。E\��志水 

たくさん話し合い E\志水 
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45コード 

からも 

アクセス 

できます！ 

¾チームのこだわりポイント¾ 



 



 

 



 



 

なるこのつぶやき。 （勝手に年末特大号） 

「そうだ、京都行こう」との余裕なく、一足飛びに冬がやってきた。 

季節の移ろいは慌ただしい。 

そうか、もうそういう時期なのかと思いつつ、2019年を振り返る。 

 

時代は令和に改元。10月からは消費増税と変化の多い1年だった。 

弊社でも対応に追われた出来事として印象深い。 

世の中に変化はつきものだが、その変化を受けれ入れて「ととのえる」、 

それもまたつきものだ。 

 

甚大な台風被害に見舞われ、胸を痛めた下半期。 

被災により事業の継続が阻まれ、業務停止を余儀なくされた人も知っている。 

一刻も早い復旧を祈るばかりだ。 

 

そんな中、ラグビーW杯のニュースが世間を照らした。 

2019年の流行語大賞に輝いた、「ONE TEAM」となり強豪国を破る姿は、 

日本中に勇気を与えてくれた。 

 

流行といえば、タピオカだけでなく、空前のサウナブームが巻き起こっている。 

突然の告白になるが、私はサウナが好きだ。というより、自称“サウナ―”といった方が 

しっくりくる。 

最近、テレビや雑誌でサウナが特集される機会が増えていることに、サウナーとしては複雑な

思いを隠せない。というのは、特集されることによって、サウナが驚くほどに混雑してしまう

のだ。これでは、満足にサウナを楽しめない。 

ラグビーのにわかファンは認めよう。しかしサウナはにわかではないことを 

あえて強調したい。 

 

「サウナの何がいいの？」そう思う人もいるかもしれない。 

気になった人にはぜひ直接サウナへ足を運んでほしい。それはとても言葉だけで説明できる 

ものでなく、いうなれば、「Don't think, feel.」の域である。 

 

サウナの楽しみ方は、人それぞれだが、私の場合はサウナ⇒水風呂⇒休憩（外気浴）、これを

１セットとしてカウントし、体調に合わせて３セット以上は繰り返す。 

すると、ふわっと恍惚感とともにやってくるディープリラックス。 

脳内ではサウナ中毒発生、これを「サウナトランス」と呼ぶ。 

こうして、「ととのう」のだ。 

私はこれを求めて、サウナの聖地へ足繁く通う。 



 

そんな私も「水風呂に入るなんてとんでもない」、最初はそんな風に思っていた。 

初めて水風呂に足を踏み入れたときは、浸かるなどもってのほか、寒いを通り越して 

痛いと感じた。 

ところが、先輩サウナ―に水風呂の極意を学び、今となっては水風呂のためにサウナに入ろう

と思えるほどにまでなった。 

これはひとつの「適応」なのかもしれない。 

 

「生き残る種とは、最も強いものではない。最も知的なものでもない。 

それは、変化に最もよく適応したものである。 」 

「種の起源」の著者であり、進化論を唱えたダーウィンはそう示したといわれる。 

環境の変化に適応できない生き物はいつか淘汰される。 

 

絶滅したネアンデルタール人の脳は、私たちの祖先と同じくらいの大きさだったらしい。 

身体はもっと頑丈でたくましかったというのだから驚きだ。 

共に生きていた時代もあったのに、強い者が弱い者を力で倒す世界において、 

姿を消したのは強い彼らだった。 

強さゆえに、変化や集団性を望まなかったからだろうか。 

 

私たちを取り巻く環境はめまぐるしく変化している。 

生き残るには、変化に適応できるか否かがカギとなる。 

自己の弱さを認めることが進化への第一歩ではないか。 

そんなことを考えながら、未来へ思いを馳せる。 

ダーウィンから脳内サーフィンに発展しかけ、年内タスク「主の期限」にハッとする。 

早くタスクを片付けて、サウナ行こう。 
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